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純資産総額（右軸）
税引前分配⾦再投資基準価額（左軸）
基準価額（左軸）

（円）

（年/⽉）

（億円）

平素より「世界⼩型株厳選ファンド」（以下、当ファンド）をご愛顧賜り厚く御礼申し上げます。
以下、当ファンドのマザーファンドを実質的に運⽤しているスタンダード・ライフ・インベストメンツ・リミテッド（以下、スタンダード・

ライフ）からの情報を基に、運⽤状況や運⽤⽅針等をご報告申し上げます。

2020年9⽉3⽇

世界⼩型株厳選ファンド

※上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果および分配を保証するものではありません。分配⾦額は委託会社が分配⽅針に基づき基準価額⽔準や
市況動向等を勘案して決定します。ただし、委託会社の判断により分配を⾏わない場合もあります。

※ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。詳しくは6ページおよび投資信
託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

（注1）基準価額、税引前分配⾦再投資基準価額は、1万⼝当たり、信託報酬控除後です。
（注2）税引前分配⾦再投資基準価額は、分配⾦（税引前）を分配時に再投資したものと仮定して計算しており、実際の基準価額とは異なります。
（注3）騰落率は、税引前分配⾦再投資基準価額を基に算出したものであり、実際の投資家利回りとは異なります。

コロナショック前の⽔準を上回り堅調なパフォーマンス

税引前分配⾦
再投資基準価額

13,254円

基準価額
12,738円

純資産総額
約15億円

（2020年8⽉31⽇現在）

基準価額と純資産総額の推移（2019年2⽉1⽇（設定⽇）〜2020年8⽉31⽇）

 当ファンドは、年間400件以上の企業訪問や経営陣とのミーティングなど、徹底した企業調査を⾏い、景気変動に左右
されにくく持続的な成⻑が期待される⾼クオリティ企業を中⼼に投資を⾏っています。

 特に、企業独⾃の技術⼒や商品⼒に⾼い競争⼒を持ち、グローバル市場で成⻑が期待される「グローバル・ニッチ企
業」の発掘を重視しています。

 2020年2⽉下旬以降、コロナショックの影響で世界の株式市場は⼤幅に下落しました。当ファンドも影響は受けたもの
の3⽉下旬以降は上昇に転じ、銘柄選定が奏功したことなどもあり、7⽉下旬以降はコロナショック前の⽔準を上回っ
て推移しています。

分配実績（1万⼝当たり、税引前） 騰落率

期間 ファンド
1ヵ⽉ 5.6%
3ヵ⽉ 16.4%
6ヵ⽉ 21.7%
1年 23.8%
設定来 32.5%

決算期 分配⾦

第1期（2019/7/25） 250円

第2期（2020/1/27） 150円

第3期（2020/7/27） 50円

設定来 450円

コロナショック前の
⽔準を上回る
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※上記は過去の実績であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するもので
はありません。

※ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。詳しくは6ページおよび投資
信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください。

世界株式、世界⼩型株式を上回るパフォーマンス
 2020年以降、当ファンドは世界株式、世界⼩型株式を上回るパフォーマンスとなりました。
 コロナショック後の安値からの戻りも63.5％と世界株式、世界⼩型株式を上回っています。

（注1）データは2019年12⽉30⽇〜2020年8⽉31⽇。当ファンドの基準価額算出時の外貨建て資産の円換算には、基準価額算出⽇前⽇（休
⽇の場合はその直近の最終取引⽇）の株価と、基準価額算出⽇の為替レートを使⽤しています。そのため、上記グラフの世界株式等について
はこの計算⽅法に沿って、基準価額算出⽇前⽇の指数値と、基準価額算出⽇の為替レートから円換算値を算出しています。

（注2）当ファンドは税引前分配⾦再投資基準価額（信託報酬控除後）より算出。税引前分配⾦再投資基準価額は分配⾦（税引前）を分
配時に再投資したものと仮定して計算しており、実際の基準価額とは異なります、世界株式はMSCI ACWI Index（配当込み、円ベー
ス）、世界⼩型株式はMSCI ACWI Small Cap Index（配当込み、円ベース）。各指数は当ファンドのベンチマークではありません。

（注3）騰落率は実際の投資家利回りとは異なります。
（出所）Bloombergのデータを基に委託会社作成

2020年のパフォーマンス（円ベース）

コロナショック時およびその後の騰落率（円ベース）

113

101
93

（2020年最⼤ドローダウン） （2020年安値→2020年8⽉31⽇）

世界株式、
世界⼩型株式を

上回る
パフォーマンス

安値からの戻りも
上回る

＊2019年12⽉末を100として指数化
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※上記は過去の実績および将来の予想、当資料作成時点での市場⾒通しおよび運⽤⽅針であり、将来の運⽤成果および市場環境の変動等を⽰唆
あるいは保証するものではありません。今後、予告なく変更することがあります。

※上記は組⼊銘柄の例であり、当ファンドにおいて今後も当該銘柄の保有を継続するとは限りません。また当該銘柄を推奨するものではありません。

今後の市場⾒通しと運⽤⽅針について

シンボン・エレクトロニクスの
株価およびEPS（1株当たり利益）の推移

 下記グラフのように相対PERが低下しており、⼩型株式は⼤型株式と⽐較してバリュエーションの魅⼒度が増しています。
今後、バリュエーション修正とともに、⼩型株式は⼤型株式をアウトパフォームするとみています。

 ⼀部にバリュー銘柄への循環物⾊もみられますが、⼀時的な動きにとどまるとみており、引き続きクオリティの⾼いグロー
スおよびモメンタム銘柄を選好していく⽅針です。

 また、英国のEU離脱、⽶国を中⼼とした中国通信機器⼤⼿のファーウェイへの制裁強化などによるテクノロジー・セクター
の混乱、⽶⼤統領選挙など、今後のさまざまなイベントが市場の不透明感を強めるとみられますが、引き続き、収益に予
⾒性があり、回復⼒のある企業に注⽬していきます。

 当ファンドはボトムアップの銘柄選択を重視しており、注⽬しているグリーンエネルギー関連ではシンボン・エレクトロニ
クス（台湾）、ボルトロニック・パワー・テクノロジー（台湾）などを組み⼊れています。

（株価︓2016年12⽉30⽇〜2020年8⽉31⽇）

（注）2020年12⽉期以降のEPSはBloomberg予想。
（出所）Bloombergのデータを基に委託会社作成

⼩型株式と⼤型株式の
相対PERと相対パフォーマンスの推移（2009年12⽉末〜2020年7⽉末）

（注）相対PER、相対パフォーマンスは①MSCI ACWI Indexに対する、②MSCI ACWI Small Cap Indexの⽐率（②/①）。
（出所）アバディーン・スタンダード・インベストメンツのデータを基に委託会社作成

ボルトロニック・パワー・テクノロジーの
株価およびEPS（1株当たり利益）の推移
（株価︓2016年12⽉30⽇〜2020年8⽉31⽇）

バリュエーションの
魅⼒度が増加＊2009年12⽉末を1として指数化

※個別銘柄に⾔及していますが、当該銘柄を推奨するものではありません。
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組⼊上位10銘柄（世界⼩型株厳選マザーファンド）（2020年7⽉末現在）

（注）組⼊⽐率は現物株の時価総額対⽐です。業種はGICS（世界産業分類基準）による分類です。
（出所）アバディーン・スタンダード・インベストメンツのデータを基に委託会社作成
※上記は2020年7⽉末現在のマザーファンドの組⼊銘柄の例であり、今後も当該銘柄の保有を継続するとは限りません。また当該銘柄を推奨するものでは

ありません。

銘柄 国・地域名 業種 組⼊⽐率 主な事業 主なビジネス内容

チェグ
CHEGG INC ⽶国 ⼀般消費財・

サービス 4.3% オンライン教育
プラットフォーム

⼤学⽣向けオンライン教育サービス⼤⼿プロバイダー。
宿題、講座選択の補助や、ノート作成、教科書レンタ
ルサービスなど、競合を圧倒する豊富な教育サービス
商品群が魅⼒。

ジェネラック・ホールディングス
GENERAC HOLDINGS INC ⽶国 資本財・サービス 4.2% 家庭⽤発電機

メーカー

家庭⽤予備発電機メーカー。電⼒品質に問題を抱え
る住宅オーナーの選択肢が⾼価な商業⽤発電機の
みであった1990年代に、⼿頃な価格の家庭⽤予備
発電機を開発して以来、市場を牽引するマーケット
リーダー企業。⽶国市場で約75％のシェアを占める。

プール
POOL CORP ⽶国 ⼀般消費財・

サービス 4.1% プール⽤品
メーカー

スイミングプール⽤品、機器、および関連製品メーカー。
プールの建設資材や交換部品、メンテナンス製品、ス
パ等の幅広い製品を世界中の顧客に提供するマー
ケットリーダー企業。

⽇本M&Aセンター
NIHON M&A CENTER INC ⽇本 資本財・サービス 4.0% M&A仲介

中堅・中⼩企業を対象に、M&A仲介、企業評価、
MBO⽀援等の友好的M&Aに関するサービスを提供。
少⼦化が⼤きな問題である⽇本において、M&Aを通
じた他社への円滑な事業継承へのニーズが増加する
ことが期待される。

コーニット・デジタル
KORNIT DIGITAL LTD イスラエル 資本財・サービス 3.9% デジタルプリンター

メーカー

アパレル、テキスタイル業界向けの業務⽤デジタルプリ
ントの開発、製造、販売分野のマーケットリーダー企業。
デジタルプリントは、現地⽣産、オーダーメード、短期
リードタイムを可能にし、さらに、廃⽔がほぼゼロで⼆酸
化炭素排出量が少ないことなど従来の⼿法に⽐べ環
境に配慮した⼿法である点が魅⼒。

アッペン
APPEN LTD オーストラリア 情報技術 3.8% データ

アノテーション

テキスト、ビデオ、画像にかかわらず、不適切なものを
特定するためにAI アルゴリズムに学習させるデータアノ
テーションの最⼤⼿。顧客である⼤⼿テクノロジー企業、
⾃動⾞メーカー、政府などは同社が分類したデータを
使⽤し、⾃社のAI アルゴリズムに学習させている。

シンボン・エレクトロニクス
SINBON ELECTRONICS

CO LTD
台湾 情報技術 3.2%

ケーブルおよび
コネクタ等の
製造・販売

台湾に本拠地を置く、ケーブルおよびコネクタ市場の
リーディング企業。⾼い技術⼒に基づく顧客との強固
なパートナーシップや製品カスタマイズ⼒が競争優位
性の構築に寄与し、ニッチ、グリーンエネルギー、医療、
産業、⾃動⾞、コンシューマー等を含む成⻑分野にお
いて製品を提供。

ケメド
CHEMED CORP ⽶国 ヘルスケア 3.1% 終末期医療

⽶国の在宅終末期医療のマーケットリーダー。⾼齢化
が進⾏していることや、メディケアの財源確保が課題と
なる中で病院での終末期医療よりも在宅終末期医
療ははるかに安価であることから需要が⾼まっている。

アクソン
AXON ENTERPRISE INC ⽶国 資本財・サービス 3.1% セキュリティ関連

ウェラブルカメラ等のセキュリティ装備品を開発・販売す
るグローバル企業。製品の信頼性に基づく強固な関
係を、主要な⽶国および⼀部海外の法執⾏機関と
築いていることが強み。

ボルトロニック・パワー・テクノロジー
VOLTRONIC POWER 台湾 資本財・サービス 3.0% 電⼒供給装置

メーカー

無停電電源装置（UPS）、ソーラーインバーター、そ
の他の電⼒製品の設計・製造を⾏う。顧客のニーズを
汲み取る100％オリジナル設計が強みで競合ブランド
が不在。

（組⼊銘柄数 49）
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ファンドの⽬的

ファンドの特⾊

投資リスク　（詳しくは最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）をご覧ください）

分配⾦に関する留意事項

当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、主に世界の⼩型株式に投資することにより、信託財産の中⻑期的な成⻑を図ることを⽬的として運⽤を
⾏います。

１．マザーファンドへの投資を通じて、主に世界の⼩型株式へ投資し、中⻑期的な信託財産の成⻑を⽬指して運⽤を⾏います。
　　・世界の⾦融商品取引所に上場する株式のうち、⼩型株式を実質的な主要投資対象とします。
　　・ボトムアップアプローチによるファンダメンタルズ分析により、投資魅⼒のある銘柄に厳選投資します。
　　・実質組⼊外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを⾏いません。
　　・当ファンドは、「世界⼩型株厳選マザーファンド」を主要投資対象とするファミリーファンド⽅式で運⽤を⾏います。

２．マザーファンドにおける運⽤指図にかかる権限を、スタンダード・ライフ・インベストメンツ・リミテッドへ委託します。

３．毎年１⽉、７⽉の２５⽇（休業⽇の場合は翌営業⽇）に決算を⾏い、原則として分配を⽬指します。
　　・分配対象額の範囲は、経費控除後の利⼦・配当収益および売買益（評価損益を含みます。）等の範囲内とします。
　　・分配⾦は、基準価額⽔準、市況動向等を勘案して、委託会社が決定します。ただし、分配対象額が少額な場合等には
     分配を⾏わないことがあります。
　　・将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保証するものではありません。
※資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。

○当ファンドは、マザーファンドを通じて、実質的に株式など値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。
   また、外貨建資産は、為替の変動による影響も受けます。したがって、投資家の皆様の投資元本は保証されているものではなく、
   基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。
○信託財産に⽣じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。
○投資信託は預貯⾦と異なります。
○基準価額を変動させる要因として主に、■株価変動に伴うリスク　■為替リスク　■カントリーリスク　■新興国への投資のリスク
   ■信⽤リスク　■流動性リスク　があります。
　ただし、上記はすべてのリスクを表したものではありません。

○分配⾦は、分配⽅針に基づいて委託会社が決定します。ただし、将来の分配⾦の⽀払いおよびその⾦額について保証するものではありません。

○分配⾦は、預貯⾦の利息とは異なり、投資信託の純資産から⽀払われますので、分配⾦が⽀払われると、その⾦額相当分、基準価額は下がります。

○分配⾦は、計算期間中に発⽣した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益）を超えて⽀払われる場合が

   あります。その場合、当期決算⽇の基準価額は前期決算⽇の基準価額と⽐べて下落することになります。また、分配⾦の⽔準は、

   必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を⽰すものではありません。

○受益者のファンドの購⼊価額によっては、分配⾦の⼀部または全部が、実質的には元本の⼀部払戻しに相当する場合があります。

   ファンド購⼊後の運⽤状況により、分配⾦額より基準価額の値上がりが⼩さかった場合も同様です。
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【重要な注意事項】
 当資料は三井住友DSアセットマネジメントが作成した販売⽤資料であり、⾦融商品取引法に基づく開⽰書類ではありません。
 当資料の内容は作成基準⽇現在のものであり、将来予告なく変更されることがあります。また、当資料は三井住友DSアセットマネ

ジメントが信頼性が⾼いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性を保証するものではありません。
 当資料にインデックス・統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の⼀切の権利は、その発⾏者および許諾者に

帰属します。
 投資信託は、値動きのある証券（外国証券には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、リスクを含む商品であり、運⽤

実績は市場環境等により変動します。したがって元本や利回りが保証されているものではありません。
 投資信託は、預貯⾦や保険契約と異なり、預⾦保険・貯⾦保険・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。また登

録⾦融機関でご購⼊の場合、投資者保護基⾦の⽀払対象とはなりません。
 当ファンドの取得のお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）および⽬論⾒書

補完書⾯等の内容をご確認の上、ご⾃⾝でご判断ください。また、当資料に投資信託説明書（交付⽬論⾒書）と異なる内容
が存在した場合は、最新の投資信託説明書（交付⽬論⾒書）が優先します。投資信託説明書（交付⽬論⾒書）、⽬論⾒
書補完書⾯等は販売会社にご請求ください。

 当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本⽂とは関係ない場合があります。

作成基準⽇︓2020年8⽉31⽇

委託会社およびその他の関係法⼈
■委託会社（ファンドの運⽤の指図を⾏う者）

三井住友DSアセットマネジメント株式会社 ⾦融商品取引業者　関東財務局⻑（⾦商）第３９９号
加⼊協会　／ ⼀般社団法⼈ 投資信託協会、⼀般社団法⼈ ⽇本投資顧問業協会、

⼀般社団法⼈ 第⼆種⾦融商品取引業協会

■受託会社（ファンドの財産の保管および管理を⾏う者）
三井住友信託銀⾏株式会社

■販売会社

岡三オンライン証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第52号
株式会社証券ジャパン ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第170号
⼤和証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第108号
PWM⽇本証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第50号
松井証券株式会社 ⾦融商品取引業者 関東財務局⻑（⾦商）第164号
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○ ○
○

⼀般社団法⼈
第⼆種⾦融商品
取引業協会

○

○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

取扱販売会社名 登録番号
⽇本証券業
協会

⼀般社団法⼈
⽇本投資顧問
業協会

⼀般社団法⼈
⾦融先物
取引業協会

■投資顧問会社（マザーファンドの運⽤指図に関する権限の⼀部委託を受け、信託財産の運⽤を⾏う者）
スタンダード・ライフ・インベストメンツ・リミテッド


